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当社は、1896年（明治29年）の創業以来、120余年の歴史を
刻みながら、鉄道車両の製造で培った溶接技術などを生か
し、橋梁の製造・架設、重量物の搬送機械やタンクローリ、
杭打機といった建設機械の製造まで多角化を進め、現在は
エンジニアリング事業を加えた４つのセグメントが相互に補
完し合うとともに、適切に事業を分散することで、経営基盤
を安定させるための事業ポートフォリオを構築しています。
今後も、この４つのセグメントの「最高品質のものづくり」を
通じて、広く社会に貢献していきたいと考えています。

エネルギー・鉄鋼・造船業界で不
可欠なタンクローリや自走式キャ
リヤなどの輸送用
機器を製造してお
り、いずれもシェア
は国内トップクラ
スです。また、橋梁
の分野では道路
橋、鉄道橋などの
設計、製造、架設お
よび補修工事を行
い、全国で3,000橋
以上の架設実績を
誇っています。

世界初の超電導リニア関連設備を
はじめ、鉄道の安心・安全な運行を
支える車両の検査・修繕設備、収穫
した米の乾燥から出荷までを行う
営農プラント、
紙製品を製造
する製紙関連
設備など、多様
な製品を開発
しています。

N700S新幹線
等の高速車両
のほか、JRおよ
び私鉄・地下鉄
などの鉄道会
社をメイン顧客
として数多くの
車両を製造し

ています。2024年には新幹線製造
実績4,500両を達成し、新幹線製
造では国内トップシェアを誇りま
す。今後は、超電導リニアの開発・
製造も進めていきます。

鉄道車両事業

輸送用機器・鉄構事業

エンジニアリング事業

日本車両の４つの事業

建設機械事業

国内市場で圧倒的シェ
アを誇る大型杭打機な
どの建設機械を製造し
ています。ビルや道路を
はじめ、巨大構造物の
建設現場には必ずといっ
ていいほど日本車両の
建設機械があります。近
年はアジア圏を中心とし
た海外市場の開拓にも
力を入れています。

サステナビリティ基本方針

重要課題

日本車両は、企業理念に掲げる「最高品質のものづくり」を
通じて、社会基盤の充実と発展に幅広く貢献し、持続可能な
社会の実現と持続的な企業価値の向上を目指します。

長期ビジョンに掲げる「お客様の課題を解決するビジネス
パートナー」として、鉄道の環境優位性をより一層高めるた
め鉄道車両事業に磨きをかけるとともに、各事業の活動を
通じて、気候変動リスクなどの地球環境問題や少子高齢化に
伴う労働力不足への対応といったお客様の課題、ひいては
社会全体の課題の解決に貢献していきます。

明治29年（1896年）創業以来の伝統と技術を守りながら、
将来にわたって「現場に安全と信頼をスマートに提供」する
役割を果たしていくため、ステークホルダーから当社への期待
を受け止め、さらなる事業基盤の強化に取り組んでいきます。

1 環境負荷の低い製品・サービスの提供
2 自動化・省力化に資する製品・サービスの提供
3 脱炭素社会におけるものづくり
4 働きがいのある職場づくり

セグメントの概況 P17～

P28～
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